
『京都大学 生涯教育学 ◎図書館情報学研究』
刊行規定 ◎投稿規程 (抄)

(生涯教育学講座 紀要編集委員会 記)

○刊行規定 (2006年5月12日改定)

･趣旨 :生涯教育学 ｡図書館情報学 ｡メディア論の各分野の研究 ｡教育の活性化と､内外の

研究者および教育関係者との交流および双方の発展を意図し､生涯教育学講座の院生が中

心となって､現在の同講座に関わる教員､大学院生およびOB/OGの研究成果を掲載し

公表することを目的とする｡

｡掲載原稿の種類 :上記の趣旨にのっとり､研究論文､研究ノート､翻訳､研究動向､実践

報告､書評 (文献資料 ｡図書紹介)､コラムを主として掲載するものである｡

｡執筆資格 :本紀要の執筆資格者は､原則として､同講座の教員 ｡茅巨常勤講師 (過去の非常

勤経験者を含む)､修士 ｡博士課程在籍者､同OB/OG､研修員とする｡ それ以外の者

の執筆については､上記該当者との共同執筆による場合､ないし編集委員会において特別

の必要を認めた場合とする｡

○投稿規程 (2007年7月17日改定)

･原稿のテーマは本紀要の趣旨に沿うものとする｡

･原稿は未発表のものに限る｡ただし､口頭発表及びその配布資料の場合はこの限りではな

い｡

｡原稿は､ワープロ書きで提出するものとする｡横書き｡Å4版｡400字詰め原稿換算で60

枚 (図 ｡表 ｡注 ｡文献等も含む)を原則として上限とする｡(注は数字のみで文末注)

｡原稿には必ず英文のタイ トルをっける｡

･プリントアウトした原稿 1部を綴 じ､必要に応じて修正した提出届と電子データを記録し

たメディア (FDやCD-Rなど)を添えて所定のボックスに提出するo添付ファイルのみで

の提出は原則として認めないが､これらを直接持参しての提出が困難な場合は､適宜担当

の編集委員に問い合わせること｡なお､提出された原稿は返却しない｡
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編 集 後 記

本号で7号を迎えることができました｡本号も､論文､研究ノート､資料紹介､講演記

録､活動報告と､多くの研究成果とそれらの共有をすすめる報告が集まりました｡さらに､

｢シニアキャンパス｣の総括を組むこともでき､多様な形式で充実した内容になったので

はないかと思います｡

今年度も活発な研究活動が行われましたが､嚢報にも見ることができるように､新たな

展開や広がりが生まれたといえます｡まず､昨年度開始された ｢魅力ある大学院教育｣イ

ニシアティブのプロジェクトにおいて､教育実践コラボレーション｡センターがヴァーチャ

ルなセンターとして設置されたことが挙げられます｡このセンターを中心にした活動とし

て､すでに本研究科がフィールドとして活動している京都府南山城村の野殿 ｡童仙房地区

での事業が2年目を迎えました｡今年度は､新たに大学内外のさまざまな分野､人々との

関わりが生まれ､さらに活動の幅が広がり､内容も充実してきました｡また､この活動を

もとに院生の主体的研究教育プログラムである ｢研究開発コロキアム｣も後期から開始さ

れました｡多くの院生が積極的にこのプロジェクトに参加し､さまざまな関わりのなかで

学びの空間を創りあげていく楽しさを分かち合っています｡

参加交流としては､本研究科と北京師範大学教育学院による日中教育学系合同シンポジ

ウムが京都大学で行われ､院生が主体となってシンポジウムの準備 ｡運営しました｡院生

分科会では積極的な発表 ｡討論が行われ､充実した時間を共有することができました｡

夏には､今年度もシニアキャンパスが開催されました｡2004年に本講座の委託研究とし

て始まったシニアキャンパスも､全学的な取り組みとして展開してから3年がたちました｡

スタッフとして活動する院生にとって､参加者の生き生きとした学びの姿､声に大いに刺

激を受け､多くのことを学ぶ貴重な機会です｡本号のシニアキャンパスの総括は､滞在参

加型の大学開放の成果として注目できるものと思います｡

来年度も､これらの活動成果を活かして､より深く､より多彩な活動が展開されていく

でしょう｡ この雑誌がそうした研究活動や研究成果の交流の場として､より幅広い報告が

寄せられることを期待しています｡最後に､編集作業が予定よりも大幅に遅れてしまい､

執筆者の皆様には大変なご迷惑をおかけしました｡それにも関わらず､ご理解 ｡ご協力い

ただき､感謝申し上げます｡

(2007年3月 編集委員会事務局 猿山 記)
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